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一岩礁域地層調査時報＊一
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は　じ　め　に

海岸には，海崖・岩礁・海底露出などの形で地層

が寄出している。これらの地層は，その石理や構造

にそれぞれ特徴があり，その特徴の差異が海岸の植

生を支配している。

今回の調査は，茨城県北部海岸（平潟～大洗海岸）

に露出している地層について，掛こ著しい岩礁を形

成している地層を中心に調査を進めてきた。

以下，次のような項目をたてて順次説明する：〕

Ⅰ　地層区分

Ⅱ　地質年代

m　地層各説

Ⅳ　地層の分布

Ⅴ　地層の破かい強蔭

Ⅵ　地層の摩滅変

Ⅶ　主なる岩礁について

Ⅰ　地層区分

大洗以北の海岸に露出している地層は，次のよう

に区分されている。但し，理解しやすいように，内

陸部に露出している地層もカッコを付けて示した。

（下位より）

（基盤岩層）　（阿武隈古期岩類）

（不整合関係）

那珂湊層

那珂層群 築港部層

平鹿町部層

磯合部層

＊　本研究は昭和50年度茨城県沿岸漁場二次生産
力調査の中で行われた○

＊＊　蒙城大学理学部地学教室 －23－

白水層群

湯昆谷層群

（石城爽炭層）

浅巳層

し白坂層

滝爽炭層

五安層

水野谷層

亀ノ尾層

（平層）

（白土層群　巾山層）

多賀層群

日立層群

初崎層群

（滑川層）・（馬場層）

鮎川層　・（田渡層）

助川層・（久米層）

離山層・阿字ケ浦層

初崎層・天妃Ill層

海岸段丘堆積物　　三角洲砂礫・扇状地砂礫

関東ローム層

沖積面堆積物　　砂丘砂▲海浜砂

］　地質年代

基盤岩層

阿武隈変成岩類　原岩はデボン～石炭紀

花こう岩類　旧期花こう岩類
白亜紀に貴人

新期花こう岩頬ノ

塩基性および超塩基性岩類（花こう宕以前に



貫入）

那珂層群　　　白亜紀後期

白水層群　　　第三紀漸新世後期

湯長谷層群

白土層群

多賀層群

R立層群

初崎層群

海岸段丘堆積物

関東口一ム層

第二紀中新世

第三紀鮮新世

第四紀洪積世

前期

後期

沖積面堆積物　　　　第四紀沖積世

Ⅲ　　地層各説

ここでは，海岸に露出している地層のみに限って

記載する。

那珂層群

大洗層，模式地　大洗海岸，礫岩を主とし，砂層

やシルト層をはさむ。礫は大礫より細礫まで各種の

大きさの円礫よりなる。礫を構成する岩石は，チ†

－ト，粘板岩，グレーワッケ，花崗岩，石英斑岩な

どである。この層の上部に無煙炭の薄層をはさんだ

シ／レト層が発達している。石炭層付近から，植物化

石を多産する。

那珂湊層

築港部層

大洗層に整合に幸なる暗緑色の塊状砂岩の部分を

指す。上位にくる地層は殿山層におおわれて不明で

あるが，平鹿の断層以北に露出する白亜系に続くも

のと考えられている。

平磯町部層

暗灰色のシルト岩よりなり，分級成層した砂岩を

はさむ。シルト岩の団塊質の部分に化石が良好に保

存されている。化石はアンモン且，二枚貝，巻貝．

ウニ，有孔虫などである。

磯合部層

分級成層した砂岩を主とし，暗灰色のシルト岩を

はさむ。シルト岩より二枚貝，ウニ，鮫の歯，有孔

虫などの化石を産する。

（石城爽炭層）模式地いわ攣湯本

礫岩または礫質砂岩を主とし・幣4～5〔間の粘
板岩，珪岩．角岩などの円礫よりなる。その他，細

粒～粗粒砂岩および石灰層を含む数枚の輪廻層から

できている。福島県海岸に露出する。

浅艮層　模式地　いわき市城坂東万

主として砂岩よりなり，上部にシルト岩と真岩を

はさむ。海棲軟体動物化石を多産し，特に生態を知

ることのできるMya（二枚且）の化石は有名である。

白坂層　模式地　いわき市白坂付近

ほとんど無層理の泥岩からなり，薄い細粒の砂岩

やぎよう灰岩をはさんでいる。泥岩は灰色または灰

黒色で，風化すると淡灰色の小片に砕けやすい。

湯長谷層群

滝爽炭層　模式地　石城郡遠野町滝

下位層とは不車合で，基底部に礫岩あり，中・下

部に流紋岩質のぎよう灰岩が発達し，上部に粗悪な

褐炭の薄層をはさむ。

五安層　模式地　いわき市松久須根五安

本層は基底礫岩層と砂岩層からなる。礫の径は5

～10仇で花こう閃緑岩，各種片岩，珪岩，粘板岩，

石英粗面岩，泥岩などからなる。沙岩層の下部は，

偽層が発達し，中▲上部にかけて中拉～細粒の石英

砂岩に移化する。

水野谷層　模式地　いわき市水野谷

一般に下部は百岩層，上部は砂岩層よりなる。泥

岩は灰黒色一帯灰色を呈し，塊状でしばしば石灰質

の団塊を含んでいる。砂岩は一般に石英質である。

所により雲母質となる。

亀ノ尾層　模式地　いわき市水野谷亀ノ尾

本属は主として頁岩からなり，砂岩やぎょう灰岩

の薄層をはさむ。層理きわめて明瞭である。貢岩は

灰色または苗紫色で，風化すると灰白色になり，表

面に褐色の渦巻状の模様を生じ，板状に崩落する。

（平層）省略

白土届群

（中山層）　省略

－24一



多賀層群

（滑川層）　省略

鮎川層　模式地　日立市鮎川河口海越

本層は塊状で均質の緑青色のぎょう灰質泥岩から

なり，吸着性が強く，浮石質砂岩をはさんでいる。

この地層から海綿，珪藻，魚鱗，小型有孔虫，二枚
貝などの化石を産する。

日立眉群

助川層　模式地　日立市助川海岸の崖

本層は砂質泥岩層またはぎょう灰質泥岩層からな

り，軟体動物化石を多産する。

離山層　模式地　目立市久慈町離山

本層はぎょう灰寅砂岩，砂質泥岩．白色ぎょう灰

岩およびきわめて特徴ある粗粒の流紋岩の浮右を含

むぎょう灰岩からなり，豆灰石を含む。ステゴドン

象の化石を産したことで有名であり，その他鮫の歯，

海綿，木の葉の化石などを産する。

初崎層群

研崎層　模式地　日立市会瀬町祝崎

粗粒の錐面のよく発達した石英粒を多量に含んで

いる砂岩屑からなり，ところによって礫質となる。

いも状の結核をたくさん含んでおり，斜交層理が発

達している。二枚貝や巻良の化石を多産する。

海岸段丘堆積物

本層は日立海岸全域にわたって第三系に不整合関

係で累重する砂礫層からなる。これらは岬様のもの

でなく，三角洲堆積物と扇状地堆積物に二分される。

前者はチャートや粘板岩の円礫を含むのに対して，

後者は主として緑色片岩の角礫を豊富に含んでいる

点で特徴がある。

関東口一ム層

本層は上位段丘面，中位段丘面のⅠおよび皿に厚

さ3－4刑で堆積している。はば中央に鹿沼浮石層

をはさむが，北方に行くはど不鮮明となる。この浮

石層を境にして，下部は粘土質であるのに対し，上

部は砂質である。

沖積面堆積物

これに相当するものに砂丘砂，海浜砂，河川堆積

物がある。砂丘砂は大河川の河口より南側に発達す

る傾向がある。そこには沖含こ必ず漂沙域があって．

海浜に掃きよせられた砂が吹き上げられたものであ

る。浜砂は全域に発達し，河口付近に河川砂が分布

する。

Ⅳ　　地層の分布

この項目で，作成した地質凶＊×＊に基づく地質学

的考察をする予定であったが，紙面の都合で省略す

る。

Ⅴ　地層の破かい強度

この試験には，丸東製作所のPHC－20．丸東

モルタル圧縮試験機を使用した。この機械は．最大

負荷々重20トン，把手回転によって1，2．5，

10，20の5段変換式になっており，最少目盛は

各容量の1／500である。

供試体は，普通に悶いられているものは，直径3

cmと高さ3仇のものであるが，コアラーがないので

3m五万のものとした。加桂の方向はすべて成層面

に垂直とし，成層面と平行の面に×印をつけて正確

を期した。

次に各試供体の破かい時の負荷量を示す。

1．那珂湊層の砂岩
SampleNo．1

2．　　〝　　のシルト岩

SarnpleNo，4

3．鮎川層ぎょう灰質泥岩
SampleNn5

4．　〝　の団塊部
SampleNn6

5．　〝　の転右礁
SampleNnり

三∴∴7・－‥こJ

∵∴・一手‥・

冨三…巨画35時

∴∴・‥二J
①2月90晦

②4，320晦

③3，010K夢

平均3，440晦

6■哲崎層の石英質粗相芸：；急酬爛
石

＊＊＊　茨城県沿岸岩礁の詳細な地質図は，水試の基

本資料として保存してある○
－25－



7．初崎層の砂岩（鶴首鼻）

芸：：≡：三拝柳，295晦
8．初崎層団塊部（鶴首鼻）

三∴：ト一・・m；

9．離山層のぎょう灰岩

∴；こ　‥・ここさ二・

以上の数値の中で那珂湊層の砂岩は抜群に硬く，

シルト岩が軟いことが判り，このために選択侵食作

用が起り，海岸には鋸酪状の岩礁ができあがってい

る。

鮎川層は．砂賓の部分は特に軟らかく，数10時

程度で崩れてしまう。それに反して∴泥質団塊質の

部分は，2，000K以上の数値をしめし，特に転り

出して転石礁を作っているものは，団塊の中でも硬

いものが波食に耐えて残ったものに応わしく3，000

晦以上の数値を示している。

初崎層は貝化石の殻が溶けてなくなり，砂岩の中

が孔だらけのものが容易に崩れるが，一般に硬く，

団塊質の部分は3．000時をこす。

離山層のぎょう灰岩は∴流紋岩質の浮石の大粒の

集合体であるため甚だもろい。

以上の数値は波の侵食速匿とかなりの相関がみら

れる。ただし，初崎層の孔だらけ砂岩は波食速度と

相関しない数字であることに注目する必要がある。

Ⅵ　地層の摩滅度

この試験は，丸東製作所のJE－22・タンブラ

ー恥5によって行なわれた。このタンブラーは．元

来水磨できる構造になっているのであるが，絶械の

不都合で乾式摩滅でデーターを出した。試料は3珊

立方に切断した地層と平均的海浜砂をそれぞれ1，000

才づつ開いた。本来なればこれに水が加わると砕披

と共に運動する漂砂の状態に近い条件が得られた筈

である。上記のようにl晦（厳密には前者は丁度1

喝号こならない）づつ試料を入れたドラムは，24時

間回転台にのせた後計測した。

以下，それぞれについて，摩滅して減じた重量の

パーセントは次のようになる。〕

1．那珂湊層砂岩　　　　1，5％減

之．鮎川層団塊部　　　　　4．25％減

3，初崎層砂岩　　　　　18．6％減

4．離山ぎょう灰岩　　　47．9％減

円磨度は次の計算式を用いた。

P＝∑左／N

P：円磨度

r：各角の曲線半径

R：最大内接円

N：角の数

これはWADELL（19　32）が提案したもの

であるが粒の数が多いときは簡便法がある。

代表的地層を構成している岩石の円麿度は次の通

りである。

那珂湊層砂岩 ①0．354

②0，359

鮎川層泥岩団塊部　　　　①0．451

②0．399

離山層ぎょう灰岩　　　（90．655

（参0．667

（参0．462

初崎層砂岩 ①0．414

②0．715

（勤0．511

那珂湊砂層は最も硬く，最も摩滅しにくい岩石で

ある。次に転石礁を作っている鮎川層泥岩の団塊部

は予想通り摩滅しにくく，円磨匿は低い。離山層ぎ

ょう灰岩の平均円磨薩は0．65前後で，③の円磨変

の低いのは割れて鋭い角ができたものである。初崎

一26－



層の円磨変のばらつきは，この砂岩が分割分離しや

すいことを示している。

Ⅶ　主なる署礁について

1　大洗岩礁

大洗の旧港東防波堤の東側から海浜砂に埋められ

た基盤岩が顔を出し，大洗藤一大洗岬一水族館の北

方まで続き，那珂川河口付近で再び海浜砂に埋設さ

れている。この岩礁は，主としてれき岩よりなり，

大洗層と名付けられている。この礫は，八溝山地

を形成している地層から転り出したもので，その種

類は限られている。固糖度が高く，波に侵食されに

くいため，安定した岩礁をつくっている。

2　熊山岩礁

那珂湊市の築港で，那珂湊層築港部屑を不整合に

おおって，殿山層がそれより以北の海岸と露出して

いる。殿山層は，第三紀中新世の堆積物で，砂岩や

シルト岩でできている。この地層には，二枚貝・巻

貝などの貝殻の化石や有孔虫の殻の化石を大量に含

んでいるため，地層水にとけて移動し，団塊を作っ

ている。団塊の部分は波食に強く，不規則な形をし

た岩礁を形成する。この団塊が転り出すと，見事な

転石樵を作る。穿孔貝に孔をあけられた団塊は，平

鹿一磯崎海岸に無数にある。その大部分は，海岸段

丘堆積物（平磯町の綱干場の平坦地の砂層）から転

り出したものである。

3　平磯一磯崎闇岩礁

この海岸には，那珂湊層平磯町部層と磯合部層が

露出している。南半部に露出している平磯町部層は

シルト層が厚く，砂層は沖に突き出た岩礁を作る。

シルト層は披食されて，海食台地を作る。北方に行

くにつれて，砂岩層の厚さを増し，丁度砂岩：シル

ト岩が50：50になった所（大体電波観測所付近）

から上位の地層（北側）を磯合部層という。ここで

は広い海食台地はなく．鋸歯状の岩礁を作っている。

清浄石付近の「さかさ岩」は，地層が同紙する前に

海底地ヒりによってできた堆積構造である。

4　御根礁・古坊地鼻と田楽鼻付近の岩礁

多賀層群の大部分を占めるぎょう灰質の泥岩は．

珪藻質であるために軽く．塊状であるために，風化

面に平行に崩落する。この地層は，下底部に礫層を

もつ以外は，大部分がこの泥岩よりなるため，多賀

層群として一括して呼び，広範囲の同一一一時代の地層

を総称している。ここでは，もっと限定した地層名

である鮎川層の名称を用いた。標記の岩礁はこの鮎

川層の団塊寅の部分である。

5　河原子岩礁

河原子海岸の烏帽子岩は，ぎょう灰質泥岩よりな

り，鮎川層に区分されるが，その東側沖合側に露出

する岩礁は初崎層特有の粗粒砂岩または細礫質砂岩

である。

6　会瀬初崎岩礁・七夕岩礁

この岩礁が初崎層の曲型的露出地である。礫質ま

たは粗拉砂岩よりなり，成層構造が明らかである。

七夕樵の防波堤付近は，砂岩が巨大なブロックとな

り転右礁を作っている。

7　鶴首岬虎磯

鶴首岬に露出する初崎層は，貝化石や有孔虫化石

を多く含むので，それらから溶け出した石灰分がぎ

ょう集して団塊を作っている。団塊部はかなり固く

礁を作るに好適である。

8　田尻浜の磯・下相田の磯

前者は鮎川層の団塊部である。後者は初崎層が政

を作っている。

9　小声浜付近の磯

それほど団塊は発達していないため，どんどん海

食されている。地層は鮎川層の泥岩である。

10　高萩市中咲浪　大咲浪

鮎川層の団塊部である。

11　天妃山礁

初崎層の岩礁である。

12　平潟付近の岩礁

ここに特徴的に露出しているのは，亀の展層であ

る。この層は層理がよく発達しており，海底にケス

タ状の海底地形で露出している。

13　その他
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大河川が吐き出した砂は，例外なしにその河口の　川の河口南方の海岸には砂丘が発達している。また，

南側に掃きよせられ，砂浜を作っている。大きな河　　その沖合の海底には必ず凛砂域が形成されている。
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